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シンポジウム「見て理解する音声学」 

音声信号の可視化とその音声学的価値 
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音声学では従来から視聴覚に基づく研究・教育が行われてきたが、昨今の科学技術の発

展によって、それがますます実行しやすい時代になった。中でもコンピュータによる可視

化・可聴化の技術は、多角的に応用されるようになっている。 
例えば、音声波形やそのスペクトルを表示し、スペクトログラムをリアルタイムで確認

することも可能であるし、声道形状を目で確認しながらその母音の韻質を耳で聴き、また

そのフォルマント周波数から母音図上の位置を確認することも可能である。IPAと連携させ
典型的な発音を耳で確認し、さらにその調音の様子を見るために、本来は見えない口腔内

の舌の位置や動きをアニメーション化して示すことも可能である。 
このように、コンピュータ上でマルチメディア化されることの恩恵は非常に大きい。そ

の一方でバーチャルな世界で「音声」を扱うことが多くなり、実際の物理現象を見たり聴

いたりすることを疎かにしがちになる、という弊害にも注意しなければならない。特に、

実世界では何が起こり得て、何は起こり得ないのか、そこにはどのような物理的な制約が

あるのか等、実際の現象を積極的に意識することが必要になってくる。それに加え、コン

ピュータ上のモデルよりも実物を観察したほうが通常、「より直感的」である。つまり、「実

物」と「コンピュータ・モデル」とをバランスよく共存させることが重要なのである。 
 そのような背景を鑑みながら、音声学における「音声の可視化・可聴化」についてまと

めたものが下図である。例えば、声道の形状を物理的に音響管で実現した声道模型を用い

ると、音声を視覚的に捉えることができると同時に、それを音として確認することが可能

となる。また、音響管内の共鳴現象

は、「クントの実験」によって可視化

することができる。音声信号を可視

化したスペクトログラムは、パター

ン・プレイバックを用いることで再

び音声に戻すことが可能となる。声

道模型であっても、スペクトログラ

ム上の表現であっても、個人性をな

るべく排除し単純化することで、同

じカテゴリーの音に共通な特徴を絞

り込むことができる。 
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